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三

職
員
の
福
利
及
び
厚
生
の
用
に
供
す
る
不
動
産

四

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
者
に
貸
し
付
け
る
不
動
産
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
貸
し
付
け
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
有
料
で
貸
し
付
け
る
も
の
に
限
る
。）

五

直
接
そ
の
本
来
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
と
し
て
建
設
計
画
が
確
定
し
て
い
な
い
不
動
産

第
三
十
七
条
の
二
の
五
中「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
が
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
」

を
「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
が
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
法
」
に
、「
第
二
号
、」を
「
第

三
号
、
第
四
号
又
は
」
に
改
め
、「
又
は
第
八
号
」
を
削
り
、「
当
該
」
を
「
こ
れ
ら
の
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
七
中
「
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
八
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
九
の
五
中
「
。
第
二
号
に
お
い
て
「
機
構
法
」
と
い
う
。」を
削
り
、「
又
は
第
十
号
」
を
「
又
は
第

三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

宿
舎
の
用
に
供
す
る
不
動
産

第
三
十
七
条
の
九
の
六
中
「
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
法
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
が
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

法
」
に
、「
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
。
第
二
号
に
お
い
て
「
機
構
法
」
と
い
う
。）第
十

二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
宿
舎
」
の
下
に「（
機
構
法
第
十
二
条
第
一
項

第
五
号
に
規
定
す
る
水
産
に
関
す
る
学
理
及
び
技
術
の
教
授
を
受
け
る
者
の
た
め
の
宿
舎
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
の
九
の
七
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
四
の
見
出
し
中
「
第
七
十
四
条
の
二
十
三
第
六
項
」
を
「
第
七
十
四
条
の
二
十
三
第
七
項
」
に

改
め
、
同
条
中
「
第
七
十
四
条
の
二
十
三
第
六
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
「
第
七
十
四
条
の
二
十
三

第
七
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
七
十
四
条
の
二
十
三
第
六
項
」
を
「
第

七
十
四
条
の
二
十
三
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
日
ま
で
」
を

「
期
限
又
は
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
道
府
県
た
ば
こ
税
の
重
加
算
金
額
を
徴
収
す
る
場
合
の
過
少
申
告
加
算
金
額
の
取
扱
い
）

第
三
十
九
条
の
十
五

法
第
七
十
四
条
の
二
十
四
第
一
項
又
は
第
三
項
（
同
条
第
一
項
の
重
加
算
金
に
係
る
部
分
に

限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
、
過
少
申
告
加
算
金
額
に
代
え
て
、
重
加
算
金
額
を
徴
収

す
る
場
合
に
は
、
法
第
七
十
四
条
の
二
十
四
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
重
加
算
金
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
べ
き
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
法
第
七
十
四
条
の
二
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
不
足
税
額
等
か
ら
控

除
し
て
計
算
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
過
少
申
告
加
算
金
額
以
外
の
部
分
の
過
少
申
告
加
算
金
額
に
代
え

て
、
重
加
算
金
額
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
条
の
二
の
見
出
し
中
「
第
九
十
条
第
六
項
」
を
「
第
九
十
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
九
十
条
第

六
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
「
第
九
十
条
第
七
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
に
改
め
、
同

条
第
一
号
中
「
第
九
十
条
第
六
項
」
を
「
第
九
十
条
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
日
ま
で
」
を
「
期
限
又
は
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
重
加
算
金
額
を
徴
収
す
る
場
合
の
過
少
申
告
加
算
金
額
の
取
扱
い
）

第
四
十
一
条

法
第
九
十
一
条
第
一
項
又
は
第
三
項
（
同
条
第
一
項
の
重
加
算
金
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
、
過
少
申
告
加
算
金
額
に
代
え
て
、
重
加
算
金
額
を
徴
収
す
る
場
合
に
は
、

法
第
九
十
一
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
重
加
算
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
同
条
第
一
項
又
は

第
三
項
に
規
定
す
る
不
足
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
不
足
金
額
か
ら
控

除
し
て
計
算
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
過
少
申
告
加
算
金
額
以
外
の
部
分
の
過
少
申
告
加
算
金
額
に
代
え

て
、
重
加
算
金
額
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
第
七
節
を
削
る
。

第
二
章
第
六
節
中
第
四
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条

削
除

第
四
十
三
条
の
十
八
の
見
出
し
中
「
第
百
四
十
四
条
の
四
十
七
第
六
項
」
を「
第
百
四
十
四
条
の
四
十
七
第
七
項
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
百
四
十
四
条
の
四
十
七
第
六
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
を
「
第
百
四
十
四
条
の

四
十
七
第
七
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中「
第
百
四
十
四
条
の
四
十
七
第
六
項
」

を
「
第
百
四
十
四
条
の
四
十
七
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
日

ま
で
」
を
「
期
限
又
は
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
十
九
中
「
第
百
四
十
四
条
の
四
十
八
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
（
同
条
第
一
項
の
重
加
算

金
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
代
え
」
を
「
代
え
て
」
に
、「
に
お
い
て
は
、

同
項
」
を
「
に
は
、
法
第
百
四
十
四
条
の
四
十
八
第
一
項
又
は
第
三
項
」
に
、「
同
項
に
」
を
「
同
条
第
一
項
又
は
第

三
項
に
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
九
節
を
削
り
、
同
章
第
八
節
を
同
章
第
七
節
と
し
、
同
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
八
節

自
動
車
税

（
法
第
百
四
十
五
条
第
三
号
の
自
動
車
の
付
加
物
）

第
四
十
四
条

法
第
百
四
十
五
条
第
三
号
に
規
定
す
る
自
動
車
に
付
加
し
て
一
体
と
な
つ
て
い
る
物
と
し
て
政
令
で

定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
物
と
す
る
。

一

ラ
ジ
オ
、
ヒ
ー
タ
ー
、
ク
ー
ラ
ー
そ
の
他
の
自
動
車
に
取
り
付
け
ら
れ
る
自
動
車
の
附
属
物

二

特
殊
の
用
途
に
の
み
用
い
ら
れ
る
自
動
車
に
装
備
さ
れ
る
特
別
な
機
械
又
は
装
置
の
う
ち
、
人
又
は
物
を
運

送
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の

（
法
第
百
四
十
六
条
第
二
項
の
運
行
以
外
の
目
的
に
供
す
る
た
め
に
自
動
車
を
取
得
し
た
者
）

第
四
十
四
条
の
二

法
第
百
四
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
運
行
以
外
の
目
的
に
供
す
る
た
め
に
自
動
車
を
取
得
し

た
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
道
路
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二

条
第
六
項
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。）以
外
の
場
所
の
み
に
お
い
て
そ
の
用
い
方
に
従
い
用
い
ら
れ
る
自
動
車
そ

の
他
法
第
百
四
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
運
行
の
用
に
供
さ
れ
な
い
自
動
車
を
取
得
し
た
者
と
す
る
。

（
法
第
百
五
十
条
第
一
項
第
二
号
の
法
人
の
分
割
等
）

第
四
十
四
条
の
三

第
三
十
七
条
の
十
四
の
規
定
は
、
法
第
百
五
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

分
割
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
三
十
七
条
の
十
四
の
二
の
規
定
は
、
法
第
百
五
十
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
徴
税
吏
員
の
自
動
車
税
に
関
す
る
調
査
に
係
る
提
出
物
件
の
留
置
き
、
返
還
等
）

第
四
十
四
条
の
四

道
府
県
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
百
五
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
物
件
を
留
め
置
く
場
合
に

は
、
当
該
物
件
の
名
称
又
は
種
類
及
び
そ
の
数
量
、
当
該
物
件
の
提
出
年
月
日
並
び
に
当
該
物
件
を
提
出
し
た
者

の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
そ
の
他
当
該
物
件
の
留
置
き
に
関
し
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
作
成
し
、
当

該
物
件
を
提
出
し
た
者
に
こ
れ
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

道
府
県
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
百
五
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
留
め
置
い
た
物
件
に
つ
き
留
め
置
く
必
要

が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

道
府
県
の
徴
税
吏
員
は
、
法
第
百
五
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
留
め
置
い
た
物
件
を
善
良
な
管
理
者
の
注

意
を
も
つ
て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
百
七
十
一
条
第
七
項
の
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
意
思
が
あ
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）

第
四
十
四
条
の
五

法
第
百
七
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
意
思
が
あ
つ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

法
第
百
七
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
前
の
日
ま

で
の
間
に
、
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
不
申
告
加
算
金
額
又
は

重
加
算
金
額
を
課
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、同
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
と
き
。

二

前
号
に
規
定
す
る
申
告
書
に
係
る
納
付
す
べ
き
税
額
の
全
額
が
、
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
期
限
又
は
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
て
い
た
場
合

イ

ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
納
付
す
べ
き
税
額
に
係
る
法
第
百
六
十
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す

る
納
期
限
（
納
期
限
の
延
長
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
さ
れ
た
納
期
限
）

ロ

道
府
県
知
事
が
当
該
申
告
書
に
係
る
納
付
に
つ
い
て
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
旨
の
申
出
を
受
け
て
い
た

場
合

当
該
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
日
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